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将来想定される 4 つの原子力発電シナリオを設定し、本プロジェクトで開発している MA 分離・暫定

保管技術の導入シナリオについて諸量評価コード NMB4.0 を用いて分析した。 

キーワード：アクチノイドマネジメント、MA 分離、MA 暫定保管、地層処分、NMB4.0 

1．緒言 高レベル放射性廃棄物の処分負荷低減を目的に MA 分離・核変換技術の研究開発が推進され

ている。MA 分離による処分場面積の削減効果を高めるためには、できるだけ早期の MA 分離導入が必

要である。一方で、MA 分離を早期導入した場合、21 世紀中盤に想定されている核変換能力を有する高

速炉（FR）の実現までに数十年の時間的ギャップが生じる。本研究では、MA 分離・暫定保管技術を導

入した際の処分場面積を NMB4.0[1]を用いて分析した。 
2．シナリオ設定 4 つの原子力発電シナリオ（A～D）を設定した（図 1）。A：軽水炉サイクルシナリ

オでは、核燃料サイクルを軽水炉のみでの継続および、Pu マルチサイクルを想定した。B：FR 共存シナ

リオでは、回収 MA や高次 Pu の核変換に必要な最低限の FR 導入を想定した。C：FR 移行シナリオと

D：FR 遅延移行シナリオは、2070 年と 2110 年にそれぞれ FaSLiEE（経済性評価を含め、高速炉が軽水

炉より優位である状況）実現後に FR サイクルへの移行を想定した。再処理開始は 2025 年とし、MA 分

離・暫定保管技術の導入は、2045 年からを想定した。A シナリオでは、MA を核変換できないため、回

収 MA は 120 年間暫定保管後、ガラス固化・地層処分を想定した。NUMO の計画（基本ケース）に基づ

き[2]、廃棄体 4 万本の処分に必要な面積（1.75km²）を

処分場 1 か所分として設定した。 

3．結果 図 2 に各シナリオの処分場面積を示す。B～D

シナリオにおいて、MA 分離・暫定保管を導入により、

2170 年までに発生する廃棄物の処分場面積が約 80％削

減される。各シナリオの処分場面積は基本ケースよりも

小さくなり、2170 年まで発生するガラス固化体を、処分

場 1 ヶ所よりも小さい面積で埋設することが可能とな

る。回収した MA を暫定保管後、ガラス固化・地層処分

する A シナリオでは、面積が約 25%削減となった。全

シナリオにおいて、MA 分離・暫定保管技術の導入によ

り処分場面積の削減が確認された。 
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図 1 発電シナリオ 

A: 軽水炉再処理シナリオ B: 高速炉共存シナリオ(L/F共存)

C: 高速炉移行シナリオ(L/F移行) D: 高速炉遅延移行シナリオ(L/F遅延移行)
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